
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上山市議会会議録 
 

第５２０回定例会 

予算特別委員会 

（令和４年３月２日） 
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令和４年３月２日（水曜日） 

 

本日の会議に付した事件 

 議第 ３号 令和３年度上山市一般会計補正予算（第１２号） 

 議第 ４号 令和３年度上山市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 議第 ５号 令和３年度上山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

 議第 ６号 令和３年度上山市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 議第 ７号 令和３年度上山市産業団地整備事業特別会計補正予算（第２号） 
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出 欠 席 委 員 氏 名 

出席委員（１４人） 

       長  澤  長右衛門  委員         石  山  正  明  委員 

       佐  藤  光  義  委員         守  岡     等  委員 

       棚  井  裕  一  委員         谷  江  正  照  委員

       尾  形  み ち 子  委員         川  口     豊  委員 

       中  川  と み 子  委員         神  保  光  一  委員 

       枝  松  直  樹  委員         川  崎  朋  巳  委員 

       髙  橋  義  明  委員         大  沢  芳  朋  委員 

 

欠席委員（１人） 

       髙  橋  要  市  委員 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 

尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

鈴  木  英  夫 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 

佐  藤     毅 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  齋  藤  智  子 子ども子育て課長 
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木  村  昌  光 商 工 課 長  安  田  紀  之 
観光・ブランド 
推 進 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 須  貝  信  亮 建 設 課 長 

横  戸  利  平 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

黒  田  彰  久 消 防 長  横  戸     隆 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  塚  原  洋  樹 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

大  澤  泰  雄 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

大  和     啓 監 査 委 員  舟  越  信  弘 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 
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午後 １時１０分 開 会 
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開  議 

 

○中川とみ子委員長 出席委員は定足数に達し

ておりますので、これより予算特別委員会を開

会いたします。 

 今期定例会において当予算特別委員会に付託

されました案件は、令和３年度の補正予算５件

及び令和４年度予算９件であります。 

 初めに、審査の日程についてお諮りいたしま

す。 

 本日は、令和３年度の補正予算５件を審査し、

３月７日から９日の３日間で、令和４年度の各

会計予算９件を審査いたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、ただいまお諮りいたしましたとおり、

本日は、令和３年度の補正予算を審査し、７日

から９日の３日間は、令和４年度予算の審査を

行うことに決しました。 

 なお、審査は、各委員のお手元に配付してお

ります審査予定表のとおり進めることにいたし

たいと思いますので、御了承の上、御協力をお

願いいたします。 

 次に、審査の順序でありますが、議案番号の

順に進めたいと思いますが、これに御異議あり

ませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、ただいまお諮りいたしましたとおり

審査することに決しました。 

 これより直ちに審査に入ります。 
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 議第３号 令和３年度上山市一般会 

      計補正予算（第１２号） 

 

○中川とみ子委員長 議第３号令和３年度上山

市一般会計補正予算（第１２号）を議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。財政課長。 

〔鈴木英夫財政課長 登壇〕 

○鈴木英夫財政課長 命によりまして、議第３

号令和３年度上山市一般会計補正予算（第１２

号）について御説明を申し上げます。 

 補正予算書の１ページをお開き願います。 

 令和３年度上山市の一般会計補正予算（第１

２号）は、次に定めるところによるものであり

ます。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ２億１，６００万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ１８１億９,１００万円とするものであり

ます。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 

 繰越明許費の補正、第２条、繰越明許費の追

加は、「第２表繰越明許費補正」によるもので

あります。 

 債務負担行為の補正、第３条、債務負担行為

の追加は、「第３表債務負担行為補正」による

ものであります。 

 地方債の補正、第４条、地方債の変更は、

「第４表地方債補正」によるものであります。 

 それでは、第１表歳入歳出予算補正について

御説明申し上げますので、２ページ、３ページ

をお開き願います。 

 最初に歳入から申し上げます。 

 １款市税は２億１，２００万円を増額し、補

正後の額を３４億１,９５０万円とするもので

ありますが、１項市民税で１００万円の減、２

項固定資産税で１億９，０００万円の増、３項

軽自動車税で１００万円の増、４項市たばこ税

で９００万円の増、５項入湯税で５００万円の

減、６項都市計画税で１，８００万円の増によ

るものであります。 

 ２款地方譲与税は８６８万２，０００円を増

額し、補正後の額を１億２，４６４万５，００

０円とするものでありますが、２項自動車重量

譲与税で８００万円、３項森林環境譲与税で６

８万２，０００円の増によるものであります。 

 ６款法人事業税交付金は１，３００万円を増

額し、補正後の額を３，３００万円とするもの

であります。 

 ７款地方消費税交付金は８，０００万円を増

額し、補正後の額を７億円とするものでありま

す。 

 １０款地方特例交付金は２億３９９万円を減

額し、補正後の額を１億５，０２９万１，００

０円とするものでありますが、１項地方特例交

付金で４０１万円の増、２項新型コロナウイル

ス感染症対策地方税減収補てん特別交付金で２

億８００万円の減によるものであります。 

 １１款地方交付税は５億７，４６１万円を増

額し、補正後の額を４４億４６１万円とするも



－１０２－ 

のであります。 

 １５款国庫支出金は１億２，０１８万３，０

００円を減額し、補正後の額を２６億９，８６

３万５，０００円とするものでありますが、１

項国庫負担金で５３０万５，０００円の増、次

のページを御覧ください。 

 ２項国庫補助金で１億２，５４８万８，００

０円の減によるものであります。 

 １６款県支出金は９，５４０万４，０００円

を減額し、補正後の額を１０億２，９７２万３，

０００円とするものでありますが、１項県負担

金で９５３万３，０００円、２項県補助金で８，

５８７万１，０００円の減によるものでありま

す。 

 １８款寄附金は１０万円を増額し、補正後の

額を１９億５，１１０万円とするものでありま

す。 

 １９款繰入金は２，０６４万５，０００円を

減額し、補正後の額を１０億３８１万３，００

０円とするものであります。 

 ２１款諸収入は２７万円を減額し、補正後の

額を１５億１，５４９万３，０００円とするも

のでありますが、５項雑入の件によるものであ

ります。 

 ２２款市債は２億３，１９０万円を減額し、

補正後の額を５億３，３２０万円とするもので

あります。 

 以上の結果、歳入合計では２億１，６００万

円を増額し、補正後の額を１８１億９，１００

万円とするものであります。 

 次に、歳出について申し上げますので、４ペ

ージ､５ページをお開き願います。 

 ２款総務費は５億１,７５１万８,０００円を

増額し、補正後の額を３２億３,１６９万８,０

００円とするものでありますが、１項総務管理

費で５億１,０８９万７,０００円、３項戸籍住

民基本台帳費で６６２万１,０００円の増によ

るものであります。 

 ３款民生費は１,５５１万８,０００円を増額

し、補正後の額を５４億５,１８５万円とする

ものでありますが、１項社会福祉費で２,６３

０万２,０００円の減、２項児童福祉費で２,３

２４万８,０００円、３項生活保護費で１,８５

７万２,０００円の増によるものであります。 

 ４款衛生費は１億７,０５２万１,０００円を

減額し、補正後の額を１３億５,１４１万９,０

００円とするものでありますが、１項保健衛生

費で１億５,０００万円、２項清掃費で２,０５

２万１,０００円の減によるものであります。 

 ６款農林水産業費は１億２,３２８万２,００

０円を減額し、補正後の額を５億８,２８１万

８,０００円とするものでありますが、１項農

業費で１億２,３９６万４,０００円の減､２項

林業費で６８万２,０００円の増によるもので

あります。 

 ７款商工費は１４８万１,０００円を増額し、

補正後の額を１８億８,９６０万２,０００円と

するものであります。 

 ８款土木費は７３０万円を減額し、補正後の

額を１２億１,５１７万３,０００円とするもの

でありますが、２項道路橋梁費で２５０万円、

４項都市計画費で２００万円、５項住宅費で２

８０万円の減によるものであります。 

 １０款教育費は１,７１３万８,０００円を減

額し、補正後の額を１５億５,２６３万６,００

０円とするものでありますが、１項教育総務費

で１０万円の増、２項小学校費で２００万円、

次のページを御覧ください。 

 ５項社会教育費で１９７万円、６項保健体育

費で１,３２６万８,０００円の減によるもので
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あります。 

 １２款公債費は２７万６,０００円を減額し、

補正後の額を２１億３,１７２万４,０００円と

するものであります。 

 以上の結果、歳出合計では２億１,６００万

円を増額し、補正後の額を１８１億９,１００

万円とするものであります。 

 次に、事項別明細書を御説明申し上げます。

最初に歳出から御説明申し上げますので、２０

ページ、２１ページをお開き願います。 

 ２款総務費１項総務管理費５目財産管理費は

５億１,０００万円の増でありますが、財産管

理費では旧めんごりあの改修工事について、地

方債の借入れを行わず一般財源を充当する財源

更正を行うものであり、基金積立金では公共施

設の計画的な改修及び解体に備えるため、公共

施設等保全整備基金に３億１,０００万円、財

政運営の安定化のため減債基金に２億円を積み

立てるものであります。 

 ９目交通安全対策費は８９万７,０００円の

増でありますが、交通安全対策費で道路照明灯

の電気料金について、燃料費調整額等の増によ

り不足が見込まれることから、増額するもので

あります。 

 ３項１目戸籍住民基本台帳費は６６２万１,

０００円の増でありますが、戸籍住民基本台帳

事務費で、令和３年度に実施予定であった戸籍

システム符号取得関連作業について、国から示

された作業日程が令和４年度に確定したため、

所要額を減額する一方で、マイナンバーカード

所有者の転出転入手続のワンストップ化を実現

するための住民記録システムの改修委託料を増

額するとともに、国からの補助金を活用し、マ

イナンバーカードの制度運用を委任している地

方公共団体情報システム機構への交付金を増額

するものであります。 

 ３款民生費１項社会福祉費２目障がい者福祉

費は８１９万１,０００円の増でありますが、

地域生活支援事業費では、障がい者自立支援給

付審査支払等システム改修事業費の額の確定に

伴い、国庫支出金の精算返還金を措置し、障が

い福祉サービス給付費では、障がい福祉サービ

ス給付事業費の額の確定等に伴い、国庫及び県

負担金の精算返還金を措置するものであります。 

 ３目高齢者福祉費は３,４４９万３,０００円

の減でありますが、介護保険利用者負担軽減事

業費では、社会福祉法人が実施する低所得者向

けの利用者負担軽減措置事業に対する補助金に

ついて決算見込みにより増額し、介護保険特別

会計繰出金では介護給付費給付費などの決算見

込みにより減額するものであります。 

 ２項児童福祉費１目児童福祉総務費は１３０

万円の増でありますが、新型コロナウイルス感

染症対策費（子育て世帯支援）で、低所得の子

育て世帯に対する生活支援特別給付金給付事業

において、ひとり親世帯が増加したことに伴い、

増額するものであります。 

 ２目児童措置費は２,１９４万８,０００円の

増でありますが、保育所等管理運営費では、保

育士、放課後児童支援員等の処遇改善のため令

和４年２月から９月まで３％程度の賃金改善を

行う民間保育園等に対し、補助金を措置するも

のであります。なお、市立保育園については会

計年度任用職員分の賃金改善に充てる国庫補助

金が措置されるため、一般財源を減額する財源

更正を行うものであり、放課後児童対策事業費

では、放課後児童クラブの支援員等の処遇改善

のため、同様の補助金を措置するものでありま

す。 

 障がい児施設給付・医療費では、障がい児の
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障がい福祉サービス利用の増加に伴い扶助費等

を増額するとともに、過年度分の国庫及び県負

担金の精算返還金を措置するものであります。 

 次のページ、２２、２３ページをお開き願い

ます。 

 新型コロナウイルス感染症対策費（子育て世

帯支援）では、２月の臨時会で増額措置をした

子育て世帯への本市独自の特別給付金について、

一般財源を減額し、新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金を充当する財源更正を

行うものであります。なお、この交付金の名称

については、以下臨時交付金と呼ぶことにいた

します。 

 ３目児童福祉施設費は補正額はありませんが、

保育園整備事業費で、みなみ・しらさぎ保育園

の空調設備設置工事について、一般財源を減額

し臨時交付金を充当する財源更正を行うもので

あります。 

 ３項生活保護費１目生活保護総務費は２０万

６,０００円の増でありますが、生活困窮者自

立支援費で社会福祉協議会に対し、県の補助金

を活用して新型コロナウイルス感染症対策に必

要なアルコール消毒液等の購入補助費用を措置

するものであります。 

 ２目扶助費は１,８３６万６,０００円の増で

ありますが、生活保護援護事業費で生活保護費

国庫負担金等の額の確定に伴い、国庫及び県負

担金の精算返還金を措置するものであります。 

 ４款衛生費１項保健衛生費２目予防費は１億

５,０００万円の減でありますが、予防事業費

で新型コロナウイルスワクチンの１回目、２回

目の接種において、集団接種期間が当初見込み

より短期間で終了したことから、医療従事者へ

の報償費、接種運営委託料などを減額するもの

であります。 

 ３目保健衛生施設費は、補正額はありません

が、保健センター管理費で保健センターのトイ

レ改修工事について、一般財源を減額し臨時交

付金を充当する財源更正を行うものであります。 

 ２項清掃費１目清掃総務費は２,０５２万１

０,００円の減でありますが、清掃総務費で山

形広域環境事務組合の決算見込みにより、負担

金を減額するものであります。 

 ６款農林水産業費１項農業費２目農業総務費

は１億４２１万５,０００円の減でありますが、

農業総務費で９月定例会で措置をした凍霜害被

害農家に対して、被害面積に応じて支援する気

象災害等対策生産資材緊急支援事業費補助金を

実績に応じて減額するものであります。 

 ３目農業振興費は１,１００万円の減であり

ますが、水田農業推進事業費では園芸作物産地

化推進支援事業費補助金の該当案件がなかった

ために減額するとともに、１２月定例会で措置

をした米価下落で収入が減少した稲作農家に対

し、１０アール当たり２,０００円を支援する

稲作経営緊急支援事業費補助金について、一般

財源を減額し、臨時交付金を充当する財源更正

を行うものであります。 

 強い農業・担い手づくり総合支援事業費では、

農業用機械等の取得を支援する補助金について

要望案件が不採択となったことから減額するも

のであります。 

 ５目農地費は８７４万９,０００円の減であ

りますが、農地整備事業費では事業費の確定等

により地方債の借入れを減額する財源更正を行

い、多面的機能支払事業費では全国的な組織数

の増加により、資源向上支払（長寿命化）交付

金が減額調整されたため、多面的機能支払交付

金事業費補助金を減額するものであります。 

 次のページ、２４、２５ページをお開き願い
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ます。 

 ２項林業費２目林業振興費は６８万２,００

０円の増でありますが、森林経営管理事業費で、

森林環境譲与税の増額に伴い、森林環境譲与税

基金積立金を増額するものであります。 

 ７款１項商工費２目商工業振興費は４,２９

５万６,０００円の減でありますが、新型コロ

ナウイルス感染症対策費（新生活様式対応）で、

キャッシュレス決済ポイント還元事業について

は、事業費の額の確定に伴い委託料を減額し、

新型コロナウイルス感染症対策設備投資促進補

助金については、決算見込みにより減額すると

ともに、臨時交付金の充当額も併せて減額する

ものであります。 

 ３目企業立地費は５,３４３万７,０００円の

増でありますが、企業誘致事業費ではかみのや

ま温泉インター産業団地３街区の地中の転石に

ついて、立地企業の操業実現のため必要な追加

工事に要した経費について補償するものであり

ます。 

 産業団地整備事業特別会計繰出金では、産業

団地２街区の立地企業への土地の売払収入から、

市債の繰上償還分を差し引いた残額分について、

繰出金を減額するものであります。 

 ４目観光物産費は９００万円の減であります

が、新型コロナウイルス感染症対策費（新生活

様式対応）で、５月の臨時会で措置をした県の

認証を受けた飲食業や宿泊業を営む事業者を支

援する安全対策強化経済活動支援金の決算見込

みにより減額するとともに、臨時交付金の充当

額も併せて減額するものであります。 

 ５目観光施設費は補正額はありませんが、蔵

王高原観光施設管理費で、蔵王坊平の車庫等解

体工事について、地方債の借入れを行わず一般

財源を充当する財源更正を行うものであります。 

 ８款土木費２項道路橋梁費３目道路新設改良

費は２５０万円の減でありますが、市単独道路

整備事業費では、事業費の確定等により地方債

の借入れを減額する財源更正を行い、県道路整

備事業負担金では、県の道路整備事業費の確定

により負担金を減額するものであります。 

 ４目社会資本整備総合交付金事業費は、補正

額はありませんが、道路事業費で事業費の確定

等により、地方債の借入れを増額する財源更正

を行うものであります。 

 ４項都市計画費１目都市計画総務費は２００

万円の減でありますが、都市計画事業費で景観

形成支援事業ファサード改修補助金の決算見込

みにより減額するものであります。 

 ２目公園費は補正額はありませんが、公園施

設長寿命化事業費で、事業費の確定等により地

方債の借入れを減額する財源更正を行うもので

あります。 

 次のページ２６、２７ページをお開き願いま

す。 

 ５項住宅費２目住宅支援費は２８０万円の減

でありますが、空家等対策事業費で危険空家解

体事業補助金の決算見込みにより減額するもの

であります。 

 ９款１項消防費３目消防施設費は補正額はあ

りませんが、市単独消防施設整備事業費で、事

業費の確定等により地方債の借入れを減額する

財源更正を行うものであります。 

 １０款教育費１項教育総務費１目教育委員会

費は１０万円の増でありますが、委員会運営費

で上山市医師会から育英事業に対する指定寄附

を頂いたことから、奨学金貸付基金への繰出金

を措置するものであります。 

 ２項小学校費２目教育振興費は２００万円の

減でありますが、教育機器整備事業費では小学
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校用電子黒板の購入費の確定に伴い、一般財源

を減額し臨時交付金を充当する財源更正を行い、

スクールバス運行事業費では、スクールバスの

購入費の確定に伴い減額するものであります。 

 ３項中学校費、１目学校管理費は補正額はあ

りませんが、中学校整備事業費で事業費の確定

等により地方債の借入れを増額する財源更正を

行うものであります。 

 ２目教育振興費は補正額はありませんが、教

育機器整備事業費で、中学校用電子黒板の購入

費の確定に伴い、一般財源を減額し、臨時交付

金を充当する財源更正を行うものであります。 

 ５項社会教育費３目青少年助成費は１９７万

円の減でありますが、海の子山の子交歓会事業

費で、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で

中止とした事業費を減額するものであります。 

 次のページ、２８、２９ページをお開き願い

ます。 

 ６項保健体育費２目体育振興費は１,３２６

万８,０００円の減でありますが、東京オリン

ピック・パラリンピックホストタウン推進事業

費で、東京２０２０事前キャンプ受入実行委員

会負担金の額の確定により減額するものであり

ます。 

 ３目体育施設費は補正額はありませんが、体

育施設等整備事業費で、体育文化センターのエ

レベーター更新工事について、地方債の借入れ

を行わず、一般財源を充当する財源更正を行う

ものであります。 

 １２款１項公債費１目元金は３７２万４,０

００円の増でありますが、県営土地改良事業の

一部繰越しに伴い、県から負担金が返還される

ため、財源とした市債を繰上償還するものであ

ります。 

 ２目利子は４００万円の減でありますが、繰

上償還による決算見込みにより、市債利子を減

額するものであります。 

 以上で歳出の説明を終わりまして、歳入の説

明を申し上げます。 

 前に戻りまして、１２ページ、１３ページを

お開きください。 

 最初に、１款市税１項市民税１目個人は９０

０万円の増でありますが、給与所得が当初見込

みを上回ったことなどによるものであります。

２目法人は１，０００万円の減でありますが、

法人税割額税率の引下げ及びコロナ禍における

業績への影響などによるものであります。 

 ２項１目固定資産税は１億９，０００万円の

増でありますが、新型コロナウイルス緊急経済

対策における特例減収額が当初見込みより減額

したことなどによるものであります。 

 ３項軽自動車税１目環境性能割は７２万円、

２目種別割は２８万円の増でありますが、決算

見込みにより増額するものであります。 

 ４項１目市たばこ税は９００万円の増であり

ますが、決算見込みにより増額するものであり

ます。 

 ５項１目入湯税は５００万円の減であります

が、コロナ禍での入湯客数の減少によるもので

あります。 

 ６項１目都市計画税は１，８００万円の増で

ありますが、新型コロナウイルス緊急経済対策

における特例減収額が当初見込みより減額した

ことによるものであります。 

 次に、２款地方譲与税２項１目自動車重量譲

与税は８００万円の増、３項１目森林環境譲与

税は６８万２，０００円の増でありますが、決

算見込みにより増額するものであります。 

 次のページ１４、１５ページをお開き願いま

す。１４、１５ページです。 
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 ６款法人事業税交付金１項１目法人事業税交

付金は１，３００万円の増でありますが、決算

見込みにより増額するものであります。 

 ７款地方消費税交付金１項１目地方消費税交

付金は８，０００万円の増でありますが、決算

見込みにより増額するものであります。 

 １０款地方特例交付金１項１目地方特例交付

金は４０１万円の増でありますが、交付額の確

定により増額するものであります。 

 ２項１目新型コロナウイルス感染症対策地方

税減収補てん特別交付金は２億８００万円の減

でありますが、固定資産税及び都市計画税にお

いて特例減収額が当初見込みより減額したこと

に伴うものであります。 

 １１款地方交付税１項１目地方交付税は５億

７，４６１万円の増でありますが、普通交付税

の交付額の確定によるものであります。なお、

うち２億５，２８７万８，０００円が令和３年

度の国税収入の増額補正に伴い追加交付となっ

たものであります。 

 １５款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費

国庫負担金は５３０万５，０００円の増であり

ますが、介護保険特別会計繰出金の財源となる

低所得者保険料軽減分の国負担金である低所得

者保険料軽減負担金及び障がい児施設給付・医

療費の国負担金である障がい児施設給付費等負

担金を増額するものであります。 

 ２項国庫補助金１目総務費国庫補助金は１，

０４８万３，０００円の増でありますが、住民

記録システム改修に対する社会保障・税番号制

度システム整備費補助金、マイナンバーカード

の制度運営に対する個人番号カード交付事業費

補助金を増額するとともに、新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金の追加交付分

を増額するものであります。 

 ２目民生費国庫補助金は１，５８１万９，０

００円の増でありますが、ひとり親世帯への生

活支援特別給付金に対する新型コロナウイルス

感染症セーフティネット強化交付金を増額する

とともに、次のページ１６、１７ページをお開

き願います。 

 保育士等の処遇改善に対する保育士等処遇改

善臨時特例事業補助金を計上するものでありま

す。 

 ３目衛生費国庫補助金は１億５，０００万円

の減でありますが、新型コロナウイルスワクチ

ン接種体制確保事業費補助金を減額するもので

あります。 

 ５目土木費国庫補助金は１４０万円の減であ

りますが、危険空家解体事業補助金に対する空

家対策総合支援事業補助金を減額するものであ

ります。 

 ６目教育費国庫補助金は３９万円の減であり

ますが、スクールバスの購入費に対するへき地

児童生徒援助費等補助金を減額するものであり

ます。 

 １６款県支出金１項県負担金２目民生費県負

担金は２６５万２，０００円の増でありますが、

介護保険特別会計繰出金の財源となる低所得者

保険料軽減分の県負担金である低所得者保険料

軽減負担金及び障がい児施設給付・医療費の県

負担金である障がい児施設給付費等負担金を増

額するものであります。 

 ４目教育費県負担金は１，２１８万５，００

０円の減でありますが、東京２０２０事前キャ

ンプ受入れに対するホストタウン等新型コロナ

ウイルス感染症対策交付金を減額するものであ

ります。 

 ２項県補助金１目総務費県補助金は３０万円

の減でありますが、園芸作物産地化推進支援事
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業費補助金に対する市町村総合交付金を減額す

るものであります。 

 ２目民生費県補助金は４６万９，０００円の

増でありますが、介護保険利用者負担軽減事業

に対する介護保険事業費補助金を増額するとと

もに、社会福祉協議会の消毒液等の購入費補助

に対する保護施設等衛生管理体制確保支援事業

費補助金を計上するものであります。 

 ４目農林水産業費県補助金は８，６０４万円

の減でありますが、強い農業・担い手づくり総

合支援事業費補助金、多面的機能支払交付金、

気象災害等対策生産資材緊急支援事業費補助金

で、いずれも事業費の確定等により減額するも

のであります。 

 １８款寄附金１項１目寄附金は１０万円の増

でありますが、指定寄附金の１０万円は上山市

医師会より頂いたものであります。 

 １９款繰入金１項１目基金繰入金は２，０６

４万５，０００円の減でありますが、財政調整

基金取りくずしを減額するものであります。 

 次のページ１８、１９ページをお開き願いま

す。 

 ２１款諸収入５項３目雑入は２７万円の減で

ありますが、海の子山の子交歓会参加料を減額

するものであります。 

 ２２款市債１項市債１目総務債は１，４２０

万円の減でありますが、旧めんごりあの改修工

事において、地方債の借入れを行わないことに

よるものであります。 

 ２目農林水産業債は６０万円の減であります

が、県営土地改良事業負担金において、権現堂

地区農村地域防災減災事業の額の確定等に伴い

減額するものであります。 

 ３目商工債は１，１７０万円の減であります

が、蔵王坊平の車庫等の解体工事において、地

方債の借入れを行わないことによるものであり

ます。 

 ４目土木債は５，６３０万円の減であります

が、市単独道路整備事業、県道路整備事業負担

金、社会資本整備総合交付金事業、公共施設等

適正管理推進事業において、地方債の借入れを

行わないことなどにより減額するものでありま

す。 

 ５目消防債は３２０万円の減でありますが、

市単独消防施設・設備整備事業において、事業

計画の変更等により減額するものであります。 

 ６目教育債は１，５９０万円の減であります

が、北中学校のプールろ過器等改修工事で増額

する一方で、体育文化センターのエレベーター

更新工事について、地方債の借入れを行わない

ことなどにより減額するものであります。 

 ８目臨時財政対策債は１億３，０００万円の

減でありますが、普通交付税の追加交付分のう

ち１億３，０１５万７，０００円については臨

時財政対策債の償還費とされていることから、

相当額を減額するものであります。 

 次に、第２表繰越明許費補正について御説明

申し上げますので、前に戻りまして６ページを

お開き願います。 

 このたびの補正は追加８件であります。 

 ２款総務費１項総務管理費で、総務一般管理

費の２５５万円は永野地区公民館敷地の登記未

処理の土地取得に係る法律事務の委託について、

年度内判決が見込めないことから繰り越すもの

であります。 

 ３項戸籍住民基本台帳費で、戸籍住民基本台

帳事務費の３５８万円は国補正による住民基本

台帳システム改修が令和４年度に及ぶため、繰

り越すものであります。 

 ３款民生費２項児童福祉費で、新型コロナウ
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イルス感染症対策費（子育て世帯支援）の１０

０万円は、子育て世帯に対する生活支援特別給

付金給付事業の実施期間が令和４年度に及ぶた

め、繰り越すものであります。 

 保育所等管理運営費の７２５万６，０００円、

放課後児童対策事業費の２１７万８，０００円

は、保育士等処遇改善臨時特例事業の実施期間

が令和４年度に及ぶため繰り越すものでありま

す。 

 ８款土木費２項道路橋梁費で、道路事業費の

１，７００万円は、市道狸森線ののり面対策工

事において、工事に支障となるＮＴＴ柱移転協

議及び移転期間に時間を要し、工事着手に遅れ

が生じたことにより、年度内完成が難しいため、

繰り越すものであります。 

 ５項住宅費定住促進事業費の１，０００万円

は、新型コロナウイルス感染症の影響による半

導体不足等により、若者世帯向け共同住宅建設

促進事業が令和４年度に及ぶため繰り越すもの

であります。 

 １０款教育費６項保健体育費体育施設等整備

事業費の２，６７６万３，０００円は、体育文

化センターが新型コロナウイルスワクチン接種

会場となったことから、エレベーター更新工事

を延期してきたため繰り越すものであります。 

 次に、第３表債務負担行為補正について御説

明いたします。 

 このたびの補正は追加３件であります。 

 災害・経営安定対策資金利子補給について、

燃油及び飼料、生産資材等の価格の高騰により、

市内農業者の経営費が増加し、厳しい資金繰り

が続いていることから、経営の安定化を図るた

め、山形県災害・経営安定対策資金の利子補給

を５年間実施するもので、期間を令和３年度か

ら令和８年度までとし、限度額を融資総額１，

０００万円の融資残高に対し、年０．８％以内

の割合で計算した額とするものであります。 

 次の２件につきましては、老朽化した空調設

備の改修など、施設のＺＥＢ化を行い、公共施

設の脱炭素化を進めるもので、期間を令和３年

度から令和５年度までとし、限度額を南小学校

が６億円、体育文化センターが７億円と定める

ものであります。 

 次に、第４表地方債補正について御説明いた

します。次のページを御覧ください。 

 このたびは変更９件であり、いずれも限度額

の変更であります。 

 施設整備事業は旧めんごりあの改修工事の財

源更正により１，４２０万円を減額し、補正後

の限度額を皆減とするものであります。 

 農業施設整備事業は権現堂地区農村地域防災

減災事業費の減などにより６０万円を減額し、

補正後の限度額を３，５３０万円とするもので

あります。道路橋梁整備事業は市単独道路整備

事業、県道路整備事業負担金、社会資本整備総

合交付金事業等の事業費確定などにより、５，

４１０万円を減額し、補正後の限度額を３，４

７０万円とするものであります。 

 公園整備事業は金生公園の整備事業費確定な

どにより、２２０万円を減額し、補正後の限度

額を１，８９０万円とするものであります。 

 消防施設・設備整備事業は事業計画の変更等

により、起債を行わないことにより３２０万円

を減額し、補正後の限度額を５，０７０万円と

するものであります。 

 中学校施設整備事業事業は、北中学校のプー

ルろ過器等改修工事費の増などにより、８００

万円を増額し、補正後の限度額を２，３１０万

円とするものであります。 

 体育施設整備事業は、体育文化センターのエ
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レベーター更新工事の財源更正により、２，３

９０万円を減額し、補正後の限度額を２，４６

０万円とするものであります。 

 公共施設除却事業は、蔵王坊平の車庫等解体

工事の財源更正により１，１７０万円を減額し、

補正後の限度額を皆減とするものであります。 

 臨時財政対策債は１億３，０００万円を減額

し、補正後の限度額を３億４，０００万円とす

るものであります。この結果、地方債全体では

補正後の限度額を５億３，３２０万円とするも

のであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○中川とみ子委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入、歳出を区分し、繰越明許費、

債務負担行為及び地方債は歳入と併せて行いま

す。 

 初めに、歳出からの質疑とし、２款総務費、

３款民生費についての質疑、発言を許します。

守岡等委員。 

○守岡 等委員 ２１ページの保育所等管理運

営費とその下の放課後児童対策事業費について、

御質問します。今回国から保育士等処遇改善臨

時特例事業の補助金が交付されまして、これを

活用した事業だと思うんですけれども、大体１

人平均月額９，０００円程度の引上げになると

いうふうに聞いてますけれども、ただその基準

が公定価格上の人員基準に応じた額だというこ

とで、実際基準以上の人員配置をすると、ちょ

っとそれよりも低い額になるというようなこと

もあるらしいんですけれども、本市の状況はそ

の辺どのようになっているか、お示しください。 

○中川とみ子委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 先ほど委員から

の御質問があったとおり、今回の保育士等の処

遇改善の部分については、国の配置基準に応じ

た職員数を基礎にして基準額が定められている

ところでございます。それに対して、国の基準

以上に例えば支援を要する児童がおる保育園等

で、加えて職員を配置しているというところに

ついては、国の基準の範囲内で、それらの加配

をした職員の分についても分配を認めていると

いうそういう制度でございますので、月額９，

０００円程度のアップを目指すものではありま

すけれども、配置している職員の数によっては、

必ずしも全員が９，０００円の増額にならない

施設も出てくるものと考えております。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 あと学童、放課後児童クラブ

とも関連してきますけれども、当面２月から補

助金が実施されて、当面は国が１０割負担して、

その後１０月以降は国と県と市で３分の１ずつ

負担するというこういう制度のようですけれど

も、１０月以降の本市の取扱いというのはどう

なるか教えてください。 

○中川とみ子委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 このたびの国の

制度、補助の対象期間は令和４年２月から９月

分ということで、８か月分でございます。ただ、

この制度に取り組む場合に１０月以降の給料改

善、処遇改善も実施する見込みで実施するとい

うものでございますので、１０月以降も水準に

ついては維持するということでございます。 

 そして、その財源につきましては１０月以降、

国の公定価格の見直しが行われる予定でござい

ます。この公定価格の見直しで対応するという

部分、公立園に対しては地方交付税が措置され

る予定とお聞きしております。 

○中川とみ子委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 保育園のほうは先ほど説明あ
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ったとおり、民間の保育園も一定補助出るとい

うことで、放課後児童クラブのほう、民間の児

童クラブのほうはどういう対応になりますか。 

○中川とみ子委員長 子ども子育て課長。 

○齋藤智子子ども子育て課長 放課後児童クラ

ブにつきましても、公立、民間がございますが、

全ての園でこの制度に取り組むという予定でご

ざいます。公立園の場合は、運営を民間委託し

ておりますけれども、給与を支払う事業者に対

して補助金を交付する予定でございます。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、４款衛生費、６款農林水産業費につい

ての質疑、発言を許します。石山正明委員。 

○石山正明委員 ６款の農業総務費についてお

伺いいたしますが、これは凍霜害に遭った農家

への助成というような形だと思いますが、この

凍霜害の被害について申請は何件あったでしょ

うか。 

○中川とみ子委員長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 申請の件数、人

数になりますけれども、２１５人申請がござい

ました。 

○中川とみ子委員長 石山正明委員。 

○石山正明委員 ２１５名ということでお伺い

しましたが、そうすると当初の目標というか、

予想した金額よりもかなり被害額が少なかった

ということで、１億円もの減額になったという

理解でよろしいでしょうか。 

○中川とみ子委員長 農林夢づくり課長。 

○漆山 徹農林夢づくり課長 当初といいます

か９月補正で予算のほう承認いただきましたけ

れども、その時点では、凍霜害に被害に遭った

果樹を中心とした農家の方が、５割以上の被害

を受けているという方に対する補助になります

が、かなりひどい状況だというまだ見えない状

況もありまして、ほとんどの農家の方が該当す

るのではないかというような想定をしまして予

算を計上させていただいたところですが、実際

は５割以上の減収となった農家さんにつきまし

ては、申請いただいた人数にとどまったという

ような結果でございます。 

○中川とみ子委員長 石山正明委員。 

○石山正明委員 被害が少なくてよかったとい

うことでございますけれども、申込み方法につ

いては、ＪＡの中での勉強、講習といいますか、

勉強会をやったということで伺っておりますけ

れども、その内容について何か非常に複雑だと

いうようなお話もお聞きしておりましたので、

こういうものについてはできるだけ多くの方々

に行き渡るというような形がよろしいのかと思

いますので、講習会といいますかね、勉強会の

ほう伝達の方法についても、１か所に丸投げと

いいますか、お願いするという形ではなくて、

様々な形でその農家の方に情報が行き渡るよう

に、今後とももっとさらに詳しく取り組んでい

ただきたいと思いますので、よろしくお願い申

し上げます。これ要望でございます。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、７款商工費、８款土木費についての質

疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま
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す。 

 次に、９款消防費、１０款教育費についての

質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、１２款公債費についての質疑、発言を

許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 以上で、歳出についての質疑を打ち切ります。 

 次に、歳入並びに繰越明許費、債務負担行為

及び地方債についての質疑、発言を許します。

枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 繰越明許費の中で定住促進事

業費１，０００万円がありますが、これは共同

住宅を建設した事業者に対するお金というふう

に理解をしていいのか、転入してきた人に対し

て補助するというものか、どちらなのかなんで

すけれども、新年度予算でも４，０００万円ほ

ど計上されているわけですが、そのアパート建

設、ですと、実績がどうなっているのかですね。

それで、この１，０００万円の繰越しは何なの

かということをちょっとお知らせください。 

○中川とみ子委員長 建設課長。 

○須貝信亮建設課長 この繰越額につきまして

は、アパートの建設に対する補助の部分でござ

います。先ほど提案の理由にもございましたと

おり、コロナの影響で半導体不足等々の関係で、

設備資材の不足によるものでございますが、現

状で１件申請をいただいております。昨年の秋

に手続を、申請をなされておりますけれども、

先ほど申し上げた理由の中で、新年度令和４年

度への繰越しということになりますけれども、

今の時点では山形市の不動産業者からの申請で

ございまして、弁天の一丁目のところへの建築

ということを見込んでございます。１棟、部屋

数が６つほど予定をしているというふうな状況

でございます。 

○中川とみ子委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 これは４年度も続けると、新

しく、また枠を設けてやるということでいいん

ですね。新年度予算の話ですけれども、４，０

００万円というのは、そういう意味でしょうか。 

○中川とみ子委員長 建設課長。 

○須貝信亮建設課長 おっしゃっているその４，

０００万円の部分につきましては、いわゆる持

ち家住宅建設のほうの大きな部分でございまし

て、さらに今後の部分の共同住宅につきまして

も、同じ額を新年度で、令和４年度の中で今後

の中で見込んでいるものでございます。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 以上で、議第３号議案に対する質疑を終結い

たします。 

 次に、討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第３号令和３年度上山市一般会計補正予算

（第１２号）は、原案のとおり可決すべきもの

と決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第３号は原案のとおり可決すべき
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ものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４号 令和３年度上山市国民健 

      康保険特別会計補正予算 

      （第１号） 

 

○中川とみ子委員長 次に、議第４号令和３年

度上山市国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。健康推進課長。 

〔鈴木直美健康推進課長 登壇〕 

○鈴木直美健康推進課長 命によりまして、議

第４号令和３年度上山市国民健康保険特別会計

補正予算（第１号）について御説明申し上げま

す。 

 補正予算書の３０ページをお開き願います。 

 令和３度上山市の国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）は、次に定めるところによるも

のであります。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ２億７,０００万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ３６億３,６００万円とするものでありま

す。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 

 次に、第１表歳入歳出予算補正の説明でござ

いますが、重複説明を避けるため、事項別明細

書により御説明申し上げます。 

 歳出から御説明いたしますので、３９ページ、

４０ページをお開き願います。 

 ２款保険給付費１項１目一般被保険者療養給

付費は１億９,１４５万円を追加し、補正後の

額を２２億４，２３６万１，０００円とするも

のでありますが、一般被保険者の療養給付費の

実績見込みにより増額するものであります。 

 ２項１目一般被保険者高額療養費は、補正額

１,４６１万４，０００円を追加し、補正後の

額を３億１，８８６万６，０００円とするもの

でありますが、一般被保険者の高額療養費の実

績見込みにより増額するものであります。 

 ８款諸支出金１項３目国庫支出金等返還金に

６,３９３万６，０００円を追加し、補正後の

額を６，４０３万６，０００円とするものであ

りますが、前年度の県支出金の保険給付費等交

付金等の精算により、超過額を返還するため増

額するものであります。 

 次に、歳入について御説明申し上げます。３

７ページ、３８ページをお開き願います。 

 ４款県支出金１項１目保険給付費等交付金に

２億６０６万４，０００円を追加し、補正後の

額を２６億２，０１３万８，０００円とするも

のでありますが、普通交付金を増額するもので

あります。 

 ６款繰入金２項１目基金繰入金から４，４３

０万２，０００円を減額し、補正後の額を３，

３７１万３，０００円とするものでありますが、

決算見込みにより減額するものであります。 

 ７款繰越金１項１目繰越金に１億８２３万８，

０００円を追加し、補正後の額を１億９２３万

８，０００円とするものでありますが、前年度

繰越金を増額するものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○中川とみ子委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４号令和３年度上山市国民健康保険特別

会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決

すべきものと決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 この際、１０分間、休憩いたします。 

    午後 ２時１０分 休 憩 

                  

    午後 ２時２０分 開 議 

○中川とみ子委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第５号 令和３年度上山市農業集 

      落排水事業特別会計補正 

      予算（第１号） 

 

○中川とみ子委員長 次に、議第５号令和３年

度上山市農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。上下水道課長。 

〔横戸利平上下水道課長 登壇〕 

○横戸利平上下水道課長 命によりまして、議

第５号令和３年度上山市農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号）について御説明申し上

げますので、補正予算書の４１ページをお開き

願います。 

 令和３年度上山市の農業集落排水事業特別会

計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よるものであります。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ５,４００万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

２億４,９００万円とするものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 

 繰越明許費、第２条、地方自治法第２１３条

第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用

することができる経費は、「第２表繰越明許

費」によるものであります。 

 地方債の補正、第３条、地方債の変更は、

「第３表地方債補正」によるものであります。 

 次に、第１表歳入歳出予算補正の説明であり

ますが、重複説明を避けるため事項別明細書で

御説明申し上げますので、５１ページ、５２ペ

ージをお開き願います。 

 初めに、歳出について御説明申し上げます。 

 １款農業集落排水事業費２項１目農業集落排

水施設建設改良費は５，４００万円を増額し、

補正後の額を８，６００万円とするものであり

ますが、県の補正予算を受け宮川２処理施設の

設備更新工事を行うため、建設改良費を増額す

るものであります。なお、工事は令和４年度中

の完了となりますことから、繰越明許費を設定

しております。 

 次に、歳入について御説明申し上げますので、

４９ページ、５０ページにお戻り願います。 

 ２款県支出金１項１目農業集落排水事業費県
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補助金は２，７００万円を増額し、補正後の額

を４，０１５万円とするものでありますが、県

の補正予算の交付決定を受け、農山漁村地域整

備交付金を増額するものであります。 

 ６款市債１項１目農業集落排水事業債は２，

７００万円を増額し、補正後の額を９，４８０

万円とするものでありますが、農業集落排水事

業費の増額によるものであります。 

 次に、第２表繰越明許費について御説明申し

上げますので、４４ページをお開き願います。 

 １款農業集落排水事業費２項農業集落排水施

設建設改良費８，４４０万５，０００円であり

ますが、令和３年度の宮川２処理施設設備更新

工事について、新型コロナウイルス感染症の影

響により、更新する機器の納期に遅延が生じた

ため、年度内完成が困難となりましたことから、

繰越明許費を設定するものであります。 

 また、令和４年度に農業集落排水事業費県補

助金を活用して実施予定でありました設備工事

について、このたび令和３年度の県補正予算の

対象事業となりましたが、年度内完成が困難で

ありますことから、繰越明許費を設定するもの

であります。 

 第３表地方債補正の変更について御説明申し

上げます。 

 起債の目的は農業集落排水事業であり、補正

前の限度額６，７８０万円に２，７００万円を

増額し、補正後の限度額を９，４８０万円とす

るものであります。これは、農業集落排水事業

費の増額に伴う変更であります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○中川とみ子委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出、繰越明許費及び地方債を

一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第５号令和３年度上山市農業集落排水事業

特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり

可決すべきものと決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第５号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第６号 令和３年度上山市介護保 

      険特別会計補正予算（第 

      ２号） 

 

○中川とみ子委員長 次に、議第６号令和３年

度上山市介護保険特別会計補正予算（第２号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。健康推進課長。 

〔鈴木直美健康推進課長 登壇〕 

○鈴木直美健康推進課長 命によりまして、議

第６号令和３年度上山市介護保険特別会計補正

予算（第２号）について御説明申し上げます。 

 補正予算書の５３ページをお開き願います。 

 令和３年度上山市の介護保険特別会計補正予

算（第２号）は、次に定めるところによるもの

であります。 
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 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額から歳入歳出それぞれ２億２,３００万

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ４０億８,９００万円とするものであり

ます。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 

 次に、第１表歳入歳出予算補正の説明でござ

いますが、重複説明を避けるため、事項別明細

書により御説明申し上げます。 

 歳出から御説明いたしますので、６４ページ、

６５ページをお開き願います。 

 １款総務費１項１目一般管理費に３０万円を

追加し、補正後の額を５，１０６万７，０００

円とするものでありますが、職員手当等につい

て、実績見込みにより増額するものであります。 

 ２款保険給付費１項１目居宅介護サービス給

付費から５，０００万円を減額し、補正後の額

を１２億７，３６６万２，０００円とするもの

でありますが、通所介護、訪問介護等の給付費

の実績見込みにより減額するものであります。 

 ３目地域密着型介護サービス給付費から８，

１００万円を減額し、補正後の額を７億３，５

６５万４，０００円とするものでありますが、

認知症対応型通所介護等の給付費の実績見込み

により減額するものであります。 

 ５目施設介護サービス給付費から９，４００

万円を減額し、補正後の額を１１億７，７９０

万６，０００円とするものでありますが、介護

老人保健施設サービスなどの給付費の実績見込

みにより減額するものであります。 

 ７目居宅介護福祉用具購入費、８目居宅介護

住宅改修費、９目居宅介護サービス計画給付費

は、補正額ゼロ円でありますが、調整交付金の

実績見込みに基づき財源更正を行うものであり

ます。 

 ２項１目介護予防サービス給付費から１，８

００万円を減額し、補正後の額を６，２０６万

円とするものでありますが、介護予防通所リハ

ビリテーション等の給付費の実績見込みにより

減額するものであります。 

 ３目地域密着型介護予防サービス給付費から

３００万円を減額し、補正後の額を１，２１８

万６，０００円とするものでありますが、介護

予防小規模多機能型居宅介護等の給付費の実績

見込みにより減額するものであります。 

 ５目介護予防福祉用具購入費は、補正額ゼロ

円でありますが、調整交付金の実績見込みに基

づき財源更正を行うものであります。 

 ６目介護予防住宅改修費から６００万円を減

額し、補正後の額を５９３万４，０００円とす

るものでありますが、実績見込みにより減額す

るものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 ７目介護予防サービス計画給付費３項１目審

査支払手数料、４項１目高額介護サービス費、

２目高額介護予防サービス費、５項１目高額医

療合算介護サービス費、２目高額医療合算介護

予防サービス費は補正額ゼロ円でありますが、

調整交付金の実績見込みに基づき財源更正を行

うものであります。 

 ６項１目市町村特別給付費は補正額ゼロ円で

ありますが、保険者機能強化推進交付金が措置

されたことに伴い、財源更正を行うものであり

ます。 

 次のページをお開き願います。 

 ７項１目特定入所者介護サービス費から３，

５００万円を減額し、補正後の額を１億４,７
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３６万６,０００円とするものでありますが、

サービス費の実績見込みにより減額するもので

あります。 

 ３目特定入所者介護予防サービス費は補正額

ゼロ円でありますが、調整交付金の実績見込み

に基づき財源更正を行うものであります。 

 ３款基金積立金１項１目介護給付費準備基金

積立金に６，３７０万円を追加し、補正後の額

を６，４２０万円とするものでありますが、決

算見込みにより介護給付費準備基金積立金を積

み立てるため増額するものであります。 

 ４款地域支援事業費１項１目介護予防生活支

援サービス事業費（１号訪問・通所・生活支

援）は補正額ゼロ円でありますが、介護保険保

険者努力支援交付金が措置されたことに伴い、

財源更正を行うものであります。 

 次に、歳入について御説明申し上げます。 

 ６０ページ、６１ページをお開き願います。 

 ３款国庫支出金１項１目介護給付費負担金か

ら５，２０１万円を減額し、補正後の額を６億

６，８８１万８，０００円とするものでありま

すが、保険給付費の実績見込額に国の負担割合

を乗じた額を減額するものであります。 

 ２項１目調整交付金から１，３９１万８，０

００円を減額し、補正後の額を２億６，１４１

万１，０００円とするものでありますが、保険

給付費の実績額等に国の負担割合を乗じた額を

減額するものであります。 

 ４目介護保険事業費補助金に７万７，０００

円を追加し、補正後の額を１０６万７，０００

円とするものでありますが、介護保険システム

改修に対する補助金の額の確定によるものであ

ります。 

 ５目保険者機能強化推進交付金は５００万１，

０００円の皆増でありますが、自立支援重度化

防止の取組に対する交付金を措置するものであ

ります。 

 ６目介護保険保険者努力支援交付金は６０５

万３，０００円の皆増でありますが、介護予防、

健康づくり等の取組に対する交付金を措置する

ものであります。 

 ４款支払基金交付金１項１目介護給付費交付

金から８，８０８万１，０００円を減額し、補

正後の額を９億８，９２６万６，０００円とす

るものでありますが、保険給付費の実績見込額

に２号被保険者の負担割合を乗じた額を減額す

るものであります。 

 ５款県支出金１項１目介護給付費負担金から

４，３０３万円を減額し、補正後の額を５億３，

２９５万６，０００円とするものでありますが、

保険給付費の実績見込額に県の負担割合を乗じ

た額を減額するものであります。 

 ７款繰入金１項１目介護給付費繰入金から３，

７３５万９，０００円を減額し、補正後の額を

４億６，２７１万８，０００円とするものであ

りますが、保険給付費の実績見込額に市の負担

割合を乗じた額を減額するものであります。 

 ４目低所得者保険料軽減繰入金に２４４万５，

０００円を追加し、補正後の額を４，０１３万

１，０００円とするものでありますが、第１号

被保険者負担軽減額の実績見込額に、市の負担

割合を乗じた額を増額するものであります。 

 ２項１目介護給付費準備基金繰入金は６，５

１９万６，０００円の皆減でありますが、歳入

歳出の決算見込額により減額するものでありま

す。 

 ８款繰越金１項１目繰越金に６，１８４万２，

０００円を追加し、補正後の額を１億２，９８

５万２，０００円とするものでありますが、前

年度繰越金を増額するものであります。 
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 次のページをお開き願います。 

 ９款諸収入３項１目第三者納付金に５１万２，

０００円を追加し、補正後の額を５２万２，０

００円とするものでありますが、実績見込みに

より増額するものであります。 

 ２目雑入に６６万４，０００円を追加し、補

正後の額を６７万４，０００円とするものであ

りますが、高額介護サービス費返還金を増額す

るものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○中川とみ子委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 後期高齢者医療においてはコ

ロナ禍ということがあって、受診を控える、受

診控えというのがありました。結果、その分何

ていうか会計が浮いたわけであります。今回そ

ういう現象がこの介護保険でも見られたのかど

うか、結構大きな減額が続いているわけですが、

本当に介護サービスが必要なのに、これはデイ

サービスに行くとコロナになるかもしれないと

いうようなことで、必要な人に介護サービスが

届いていないという現象があるのかどうか伺い

ます。 

○中川とみ子委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 今回の補正における

減額項目でございますが、令和２年度の決算と

比較すると、全て増加しております。結果とし

て８期計画の計画の伸びに比較すると、伸びは

そんなに大きくなかったという結果でございま

すが、その中で一部で新型コロナウイルス感染

症の影響がなかったとは言えないと認識をして

おります。 

○中川とみ子委員長 ほかに質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第６号令和３年度上山市介護保険特別会計

補正予算（第２号）は、原案のとおり可決すべ

きものと決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第６号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第７号 令和３年度上山市産業団 

      地整備事業特別会計補正 

      予算（第２号） 

 

○中川とみ子委員長 次に、議第７号令和３年

度上山市産業団地整備事業特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。商工課長。 

〔木村昌光商工課長 登壇〕 

○木村昌光商工課長 命によりまして、議第７

号令和３年度上山市産業団地整備事業特別会計

補正予算（第２号）について御説明申し上げま

すので、補正予算書の７０ページをお開き願い

ます。 

 令和３年度上山市の産業団地整備事業特別会

計補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よるものであります。 
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 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ１億３,２６０万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ７億５,４００万円とするものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 

 次に、第１表歳入歳出予算補正の説明であり

ますが、重複説明を避けるため、事項別明細書

で御説明申し上げます。 

 最初に歳出から申し上げますので、７９ペー

ジ、８０ページをお開き願います。 

 ２款公債費１項１目元金は１億３，２６０万

円を増額し、補正後の額を７億１，８５０万円

とするものでありますが、産業団地分譲収入が

当初予算額を上回る見込みであるため、市債繰

上償還元金を増額するものであります。 

 次に、歳入について御説明申し上げますので、

前に戻りまして、７７ページ、７８ページをお

開き願います。 

 １款財産収入１項財産売払収入１目不動産売

払収入は１億３，５１６万３，０００円を増額

し、補正後の額を７億２，１０６万４，０００

円とするものでありますが、当初見込みの売払

収入を上回る実績であることから、増額するも

のであります。 

 ２款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰

入金は２５６万３，０００円を減額し、補正後

の額を２９３万６，０００円とするものであり

ますが、繰上償還の実施による市債利子の軽減

等により不用となる額を減額するものでありま

す。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○中川とみ子委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 質疑はないものと認めま

す。 

 これより討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第７号令和３年度上山市産業団地整備事業

特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり

可決すべきものと決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第７号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

散  会 

 

○中川とみ子委員長 以上で当委員会に付託さ

れました議案のうち、令和３年度の補正予算５

件についての審査が終了いたしました。 

 この際、お諮りいたします。 

 委員長報告の取りまとめは、正副委員長に御

一任願いたいと思いますが、これに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○中川とみ子委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長報告の取りまとめは、正副委

員長に一任することに決しました。 

 本日はこれにて予算特別委員会を散会いたし
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ます。 

 次の予算特別委員会は、７日に開会いたしま

す。 

 御苦労さまでした。 

    午後 ２時４５分 散 会 

 


